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第５５問 遺伝に関する語句 

次の文章を読んで、下の各問いに答えよ。 

 

ナッピーには眼が大きいものと小さいもの、体が太いものと細いもの、耳が長いものと短

いものがいる。ここで「眼の大きさ」「体の太さ」「耳の 長さ」

のように同じ種でも異なっている部分を( ア )とい い「大

きい・小さい」、「太い・細い」「長い・短い」を( イ ) という。

今、次のように遺伝子記号と優劣を定める。 

  

 

①に注目したとき、この個体の( ウ )はＡａ、( エ )は「眼が大きい」または〔Ａ〕と

表す。同様にして・・・ 

            ( ウ )        ( エ ) 

①に注目・・・・・ Ａａ   「眼が大きい」   〔Ａ〕 

   ②に注目・・・・・( オ )   「体が太い」   〔 カ 〕 

   ③に注目・・・・・( キ )   「耳が長い」   〔 ク 〕 

   ①と②に注目・・・( ケ )   「大・太」    〔 コ 〕 

   ①と③に注目・・・( サ )   「大・長」    〔  シ  〕 

   ②と③に注目・・・( ス )   「太・長」    〔 セ 〕 

   ①と②と③に注目…( ソ )   「大・太・長い」〔 タ 〕 

・・・となる。 

 

問１ 上の文章中の空欄(ア～タ)に適する語句・アルファベットを入れよ。 

 

 

 



問２ 次の文章中の空欄(チ～ニ)に適する語句を入れよ。 

 

   ( ウ )が「ＡＡ」「ａａ」のように大文字だけ、または小文字だけの場合を( チ )

といい、そのような個体を( ツ )という。一方( ウ )が「Ａａ」のように大文字と

小文字の場合を( テ )といい、そのような個体を( ト )という。また「ＡＡＢＢｃ

ｃＤＤＥＥｇｇ・・・」のように( ウ )のどこにも( テ )がない個体を( ナ )と

いい、「ＡＡＢｂＣＣＤＤｅｅｇｇ・・・」のように一か所でも( テ )がある個体を

( ニ )という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５５問  

問１ 

ア‐形質  イ‐対立形質  ウ‐遺伝子型  エ‐表現型  オ‐Ｂｂ 

カ‐Ｂ  キ‐Ｄｄ  ク‐Ｄ  ケ‐ＡａＢｂ  コ‐ＡＢ  

サ‐ＡａＤｄ  シ‐ＡＤ  ス‐ＢｂＤｄ  セ‐ＢＤ   

ソ‐ＡａＢｂＤｄ  タ‐ＡＢＤ 

問２ 

チ‐ホモ  ツ‐ホモ接合体  テ‐ヘテロ  ト‐ヘテロ接合体 

ナ‐純系  ニ‐雑種   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

第５６問 １つの形質に注目した遺伝現象 

 

問１ 遺伝現象を考えるときは次の２つが重要になる。空欄(ア・イ)に適する語句を入れよ。 

 

  １．父・母それぞれがどんな( ア )を作るか考える。 

  ２．１で考えた( ア )のすべての( イ )を求める。 

 

問２ 講義を思い出しながら、次の図の空欄に適する文字を入れよ。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

問３ ある集団(ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１)に関して次の各設問(１・２)に答えよ。 

 

設問(１) この集団の自家受精で生まれる次代の遺伝子型の種類とその比を求めよ。 

 

設問(２) この集団の任意交配で生まれる次代の遺伝子型の種類とその比を求めよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５６問 １つの形質に注目した遺伝現象 

問１ 

   

生まれる子どもの 

遺伝子型はＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ 

表現型は〔Ａ〕：〔ａ〕＝３：１ 

問３ 

設問(１) 

ＡＡ：Ａａ：ａａ＝３：２：３ 

設問(２) 

ＡＡ：Ａａ：ａａ＝１：２：１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５７問 ２つの形質に注目した遺伝現象 

 

次の文章中の空欄(ア～ク)に適する語句・比を入れよ。 

 

「ＡａＢｂどうしを交配するとどのような次代が生まれるか？」を考える場合、まず最初

に確認しなくてはならないのは「Ａ(ａ)とＢ(ｂ)が( ア )しているのか( イ )している

のか」である。もし( ア )しているのであれば、ＡａＢｂが作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａ

Ｂ：ａｂ＝( ウ )となり、交配で生じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( エ )

となる。一方、( イ )している場合は２通り考えなくてはならない。つまり「ＡとＢ、ａ

とｂが( イ )してる」場合と「Ａとｂ、ａとＢが( イ )している」場合の２通りである。

前者であればＡａＢｂが作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝( オ )であり、交配で生

じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( カ )となる。後者であればＡａＢｂが

作る配偶子はＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝( キ )であり、交配で生じる次代は〔ＡＢ〕：〔Ａ

ｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝( ク )となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５７問 ２つの形質に注目した遺伝現象 

ア‐独立  イ‐連鎖  ウ‐１：１：１：１  エ‐９：３：３：１ 

オ‐１：０：０：１  カ‐３：０：０：１  キ‐０：１：１：０ 

ク‐２：１：１：０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



第５８問 組換え・組換え価 

 

問１ ＡａＢｂの個体が作った配偶子がＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝１：４：４：１であった。

このことからわかることを説明した次の文章中の空欄(ア～ウ)に適する記号(Ａ・ａ・Ｂ・

ｂ)または数値を入れよ。 

 

   ( ア )とｂ、ａと( イ )が連鎖していて、配偶子形成の際に組換えが起こった。

その組換え価は( ウ )％である。 

 

 

問２ 遺伝子型がＡａＢｂである個体(エ)と(オ)がいる。(エ)が作った配偶子の遺伝子型の

種類とその比がＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝７：３：３：７で、(オ)が作った配偶子の遺伝子

型の種類とその比がＡＢ：Ａｂ：ａＢ：ａｂ＝１：４：４：１であるとき、(エ)と(オ)の

間に生まれる次代の表現型の種類とその比を、例にならって答えよ。 

 

 例 〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝〇：〇：〇：〇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【解答】第５８問 組換え・組換え価 

問１ 

ア‐Ａ  イ‐Ｂ  ウ‐２０ 

問２ 

〔ＡＢ〕：〔Ａｂ〕：〔ａＢ〕：〔ａｂ〕＝１０７：４３：４３：７ 

 

 

☆問２の解説 

次の表を埋めれば答えが出ますね。 

ＡＢ ４Ａｂ ４ａＢ ａｂ 

７ＡＢ 

３Ａｂ 

３ａＢ 

７ａｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


